
中学校知的障害・情緒障害特殊学級生活単元学習指導案
日 時：平成１６年９月２９日（水）

５校時
対 象：２年女子３名（知的２・情緒１）

３年女子３名（知的１・情緒１・その他１）
合計６名

指導者：
場 所：

１．単元名 「文化祭を成功させよう」
～ちょボラに挑戦！ちょボラをしよう～

２．単元について
（１）生徒観
今年度は知的障害，情緒障害学級ともに新入生がなく，昨年度から一緒の２，３年の女子だけの学級
構成になっている。一人一人の生徒は 「明るく，元気に，さわやかに」の学級目標のもと，それぞれ，
の目標に向かって生活しており，一人で学級にいることが多かったＤさんも，中学校生活に慣れてきた
ことや人間関係が広がり，学級の友だちとの交流に広がりがみられる。また，休憩時間や放課後には，
通常学級の友人が訪れ，学級内だけではなく，所属する部や通常学級と余暇活動を行っている。
人間関係が広がると同時に，様々な問題も発生するが，その課題を解決していく方法を学んでいくこ
とが社会性をのばしていくことになると受け止め，問題を起こさないように配慮するということより，

， 。 ， ，課題解決の手だての場面を的確に捉えて 支援していくことを心がけている 自分で考え 自ら判断し
決断していく力をつけていくことが、失敗しても何度でもやり直せばよい、大切なことは失敗しないこ
とではなく失敗を次の生活の礎にしていくことであることを学んでいきたい。また、特殊学級に在籍し
ていることで、どちらかというと、支援・援助の対象になることが多く自ら進んで他の人のために何か
をするという機会が少ない。
そこで、自分の出来ることを自分なりにしていくことの社会貢献活動の体験を重ねることで、自分も

、 。社会の一員として出来ることがあり 必要とされている人間であることを感じることが出来ると考えた
、 、 。そのことで 自己有用感が高まり 生き生きと生活していくようになることを願って本単元を設定した

また、社会貢献活動を身近なものとしてとらえていくために 「ちょボラ」という福祉委員会からの提、
案を受けて、そのことばを使用し、より身近なものとしてとらえて生徒とともに取り組んでいきたい。

生徒名 学年・性 生 活 の 様 子

Ａさん 中２・女 誰とでも明るく接することができ、友人も多い。言語が不明瞭な部分があり、話し
知的 たいことを思い通りに伝えることができないことがあるが、自分のやりたいことを、

やりたいようにやり遂げる力があり、学校生活を楽しんでいる。友人のために何かを
することが好きである。

、 。Ｂさん 中２・女 聞こえに不自由さがあるが 補聴器の使用により日常生活に支障なく暮らしている
知的 受け身的な生活が身に付いていて、自分から進んで行動をおこす機会が少ないが、小

学校時代からの仲のよい友達がおり交流を深めている。

Ｃさん 中３・女 中３になりリーダーとしての自覚が芽生え、周りに配慮しながら行動することがで
知的 きるようになった。交流学級や部活の友達が増えて、話題が豊富である。状況把握に

優れ、友達のために援助してあげようという積極性がある。

Ｄさん 中２・女 中学校生活に慣れ、見通しをもって生活できるようになった。自分の思い通りにな
情緒 らないと納得できず固まって動けなくなることはまだ時々見られるが、関われる人が

多くなり、会話も弾むようになった。気持ちが向けば、他のために働く意欲はある。

Ｅさん 中３・女 高校進学を強く意識するようになり、意欲に燃えて頑張る日と、先を考えて不安に
情緒 なってイライラする日との差が大きく、情緒の安定に更に配慮する必要がある。通常

学級での生活時間が学校生活の約半分にまで増えている。自分中心の考えが強く、理
解はするが他のために何かをしようとする気持ちが低い。

Ｆさん 中３・女 夏休み後に希望する高校の進路に関する教育相談を受け、その場で「過去は問わな
い」という高校の先生の助言で開き直って、中学校生活に責任をもって生活すること
が難しい状態になっている。しかし、みんなのために支援したり援助する意欲が高く
進んで行動することがよくできる。



（２）題材観
本校は文化祭を「文化祭」と名付け，日頃の学習成果の発表の場と位置付けて生徒主体の活動を中心

に取り組んできている。生徒は今年度もこれまでの伝統を引き継ぎながら，文化祭にむけて，生徒会を

中心に合唱・学級展示に意欲を見せている。

本学級での文化祭の取り組みの目標は，交流学級での合唱と，学級展示においては，作業・美術作品

の展示と共に，作業学習や生活単元学習で取り組んできた学習活動の取り組みをまとめることとし，石

鳥谷中学校の生徒の一員としての自覚と誇りをもち，一人一人が目標達成に向けて一生懸命に活動に取

り組んでいくこととした。

さらに，例年この機会を生かし，全校生徒会テーマや学年のテーマを受けて、２１世紀に生きる自分

たちが何をどのようにしていったらいいのかを具体的に体験して，まとめ，発表する学習に取り組む学

習活動を計画してきた。そこで今回は「ちょボラに挑戦」として、社会貢献活動に取り組んでいくこと

とした。このことは，地域の一員としてよりよく生きようととする意識を高め，これからの生活を豊に

していくために重要なことだと考えた。

これまで生徒は，総合的な学習の時間などを通して小学校から単発的に施設の訪問などを行ってボラ

ンティア活動の体験を行ってきたが 継続して行うことについてはまだ十分な体験がない そこで 何、 。 、「

か自分にもできることはないか」という視点をもちながら社会貢献活動について学び，２１世紀に生き

る人間として日常生活の中で，自ら実践していく気持ちを育てていくことを大きなねらいとして学習活

動を展開していきたい。

具体的には以下の通りである。

○文化祭に見通しをもって取り組み，石中生として自覚と誇りをもって活動に取り組むこと。

○地域の施設で社会貢献活動を体験し、体験して学ぶこと。

○体験したことをまとめること。

○施設で社会貢献活動を体験するときの申し込みの手続きや相手の立場を考えて行動すること。

○日常生活の中で継続して社会貢献活動を自ら実践していくこと。

（３）指導観

社会貢献活動の体験を考えた時、大切なことは継続すること、自分から出来るようになることだと考

えた。そのためには、机上の論だけではなくまず体験してみることがその第一歩になる。そこで、地域

の施設で、意図的に計画的に体験することを通して、他のために働くことの重要性を感じさせたい。地

域には、地域の中で生きていくことを考え、地域の特性を生かして開かれている施設が多くある。教育

機関と福祉機関が連携をとって、生徒一人一人が将来にわたって地域の中で生きていくためには、自ら

進んで社会貢献していくことが大切であることを学んでいくことは非常に価値のあることだと考えた

い。はじめは意図的に計画的になかば体験させられたことであっても、体験を通して学ぶことで意欲的

に自ら進んで活動していく態度を育成できると考えた。

ちょボラは、高齢者施設や福祉施設でのボランティア体験ばかりではなく、環境に関すること、手話

や点字などその関わり方は数多くある。単元を通して、まずはやってみること、続けていくことが大切

で、そこから人のために何かをすることはつまりは自分のためにすることにつながり、人は地域の中で

生かし生かされていることを身をもって学んでいくことを願い、本単元を展開していきたい。

３．指導目標

（１）文化祭の成功にむけて，目標達成のために自分らしく，意欲的に活動することができる。

（２）地域の施設での社会貢献活動の体験を通して，学級の友達と協力して，学んだことをまとめることが

できる。

（ ） 。３ 体験を通して学んだことを日常生活の中で継続して実践していこうとする気持ちをもつことができる



４．活動計画 （全２３時間・・・本時６時間目）

期日 曜 行事予定 活動名 主な活動内容

水 オリエンテーション ・昨年度の文化祭について想起し、今年度の石9/15
道 （１時間 ） 中祭の内容について知る。1234
文化祭について知ろう

木 壮行式 文化祭にむけて目標をたて ・文化祭の成功に向けて，目標をたてる。9/16
道壮 よう （１時間） ・ちょボラ体験について知る。1234

金 総 ちょボラってなに？ ・ちょボラについてインターネットや書籍を使9/17 12345
調べてみよう （２時間） って調べる。。

・実際に調べる祭の方法について学習する。

金 報告会 ちょボラに挑戦！ ・ 銀河の里」の理事長さんにちょボラの体験9/24 「
報 「銀河の里」の理事長さん についての話を伺う。234

にインタビューしよう
（１時間）

水 地区教研 ちょボラに挑戦！ ・ 銀河の里」でちょボラとして何が出来るか9/29 「
計画を立てよう。 を知る。1234
（１時間・・・本時） ・ちょボラの計画を立てる。

、 。ちょボラに挑戦！ ・各自の計画に沿って ちょボラの体験を行う
「銀河の里」で体験しよう
（２時間～５時間）

水 総 ちょボラに挑戦！ ・ 銀河の里」でのちょボラ体験をまとめる。10/13 12345 「
体験したことをまとめよう
（２時間）

金 総 ちょボラに挑戦！ ・日常的に取り組んでみたい、ちょボラの体験10/15 12345
自分でやれるちょボラを選 を自分で探し、実行のために計画する。
んで計画しよう
（１時間）

、 。ちょボラに挑戦！ ・各自の計画に沿って ちょボラの体験を行う
自分で考え体験しよう
（２時間）

水 総 ちょボラに挑戦！ ・自分で取り組んだ、ちょボラについてまとめ10/20 12345
学 体験したことをまとめよう る。

（２時間）

金 短 総総 文化祭はいよいよ明日 ・見通しをもって文化祭の準備を行う。10/29 1234
準備完全大作戦（２時間）

土 文化祭（５時間）10/30

火 文化祭の反省とまとめ ・文化祭をビデオを視聴しながら振り返り，反11/3 123456
（１時間） 省する。

・良かった点，改善すべき点についてまとめ，
次の活動につなげる。



５．生徒の実態と指導目標とその手だて

ことが出来、周りの雰囲気を明
るくする。

生徒名 実 態 期待する姿 手だて

Ａさん ・おしゃべりはよくするが、み ・笑顔で人に話しかけることが ・自分の得意なことを生かす
中２・女 んなの前で発表することに苦手 出来ることや、手先の器用さを ことの大切さを伝える。
知的 意識が強い。 生かしてちょボラに取り組む。 ・成就感や成功体験を活動を

・手先が器用で、細かい作業を ・自分の考えをみんなの前で発 通して学び、みんなのために
手際よく出来る。 表する。 働くことの大切さについて知
・笑顔がよく、人のために働く らせる。

Ｂさん ・優しい言動で、周りの雰囲気 ・優しく接することが出来るこ ・自分の得意なことを生かす
中２・女 を和やかにする。 とを通して、ちょボラに取り組 ことの大切さを伝える。
知的 ・聞こえの不自由さのために、 む。 ・成就感や成功体験を活動を

十分に理解できていないことで ・誰かのために自ら行動するこ 通して学び、みんなのために
もわかったこととして済ませて との大切さを知る。 働くことの大切さについて知
しまう。関わり方が、受け身で らせる。
ある場面が多い。

Ｃさん ・学習に対する苦手意識は強い ・相手の気持ちを考えて、ちょ ・出来ないと訴えたときに
中３・女 が、状況を把握して場の雰囲気 ボラに取り組む。 は、その時は出来なくてもい
知的 を読みとり、その雰囲気に合わ ・人のために行動することが、 いことを伝えるが、あきらめ

せた言動をとることが出来る。 大切なことで、自分のためにな ずに次に挑戦するように繰り
・片付け方が好きで、得意であ ることに気がつく。 返し関わっていく。
る。依存的な言動から、進んで ・出来ないからしない、した
行動できるようになってきた。 くないからやらないという結

論の出し方ではなく、どうし
たら出来るようになるかを考
えさせる。

Ｄさん ・知的な能力が高く、作業もよ ・ 銀河の里」に行ってみる。 ・自分の得意なことを生かす「
中２・女 くできる。人との関わり方が困 ・自分で出来るちょボラを考 ことの大切さを伝える。
情緒 難であったが、多くの人と関わ え、継続して実行する。 ・成就感や成功体験を活動を

りがもてるようになってきた。 通して学び、みんなのために
・他のために何かをしようとい 働くことの大切さについて知
う気持ちはまだ低い。 らせる。

Ｅさん ・活動の場が広がると同時に、 ・ちょボラを体験することで、 ・出来ないと訴えたときに
中３・女 受け止め方がまだ自己中心的な 自ら進んで行動することの大切 は、その時は出来なくてもい
情緒 ために、友達とトラブルになる さを学ぶ。 いことを伝えるが、あきらめ

ことが多い。 ・ 自分で出来るちょボラを考 ずに次に挑戦するように繰り
・依存的な生活の様式をなかな え、継続して実行する。 返し関わっていく。
か変えられないが、１年生の時 ・出来ないからしない、した
に比較すると社会性は大きく伸 くないからやらないという結
びている。 論の出し方ではなく、どうし

たら出来るようになるかを考
えさせる。

Ｆさん中 ・福祉関係の仕事に対する関心 ・自分の得意なことを生かし ・相手の立場を考えて、必要
３・女 意欲が高い。他のために行動す て、ちょボラをすることに積極 とされる活動について自分な

ることに喜びを感じる。 的に取り組むことが出来る。 りの考えをもって取り組むこ
・学習に対する苦手意識が強 ・ とが出来るように個別に働き
く、学校生活に十分適応しきれ かける。
ない面はあるが、生活能力は十
分にある。



６．本時の授業について
（１）目標

①「銀河の里」で必要とされるちょボラは何かについて知る。

②「銀河の里」でのちょボラ体験の計画を立てる。

③計画したことを発表する。

（２）授業に当たって

， 。 、 「 」本時は ２３時間計画の６時間目に当たる 本時の学習をすすめるにあたり 前時までに 銀河の里

の理事長さんに、インタビューを行って、必要とされる活動について具体的なイメージが持てるように

配慮してきた。授業においては、その時のビデオを視聴して、インタビューで学んだことを想起し、必

要な活動について整理して理解することが出来るように支援したい。さらに、ちょボラは相手のことを

考えて活動することが大切であることなどを伝えながら、人と人とが関わっていく際の配慮事項にも必

要に応じて伝えていきたい。

（３）個人の目標

生徒名 学年・性 本時の目標

Ａさん 中２・女 ・ 銀河の里」で必要とされるちょボラについて知り、自分でやりたい活動を決めるこ「
知的 とができる。

・計画したことを支援を受けて発表することができる。

Ｂさん 中２・女 ・ 銀河の里」で必要とされるちょボラについて知り、助言を受けて自分でやりたい活「
知的 動を決めることができる。

・計画したことを発表することができる。

Ｃさん 中３・女 ・ 銀河の里」で必要とされるちょボラについて知り、自分でやりたい活動を決めるこ「
知的 とができる。

・計画したことを支援を受けて発表することができる。

Ｄさん 中２・女 ・ 銀河の里」で必要とされるちょボラについて知る。「
情緒 ・どうしたら活動できるかについて考える。

Ｅさん 中３・女 ・ 銀河の里」で必要とされるちょボラについて知る。「
情緒 ・どうしたら活動できるかについて考える。

Ｆさん 中３・女 ・ 銀河の里」で必要とされるちょボラについて知り、自分でやりたい活動を決めるこ「
とができる。
・計画したことを発表することができる。



（４）本時の展開

学習活動（時間） 指導・支援と留意点 準備物等

１．あいさつ ・日直の号令で，みんなで明るく元気にさわやかなあいさつ
２分 ができるよう気持ちを高めさせる。（ ）

ビデオ
２．前時までの想起 ・単元名を発表させ、見通しをもって学習できるように支援 テレビ

５分 する。（ ）
・ さんの状態を見極め、学習の継続が困難な状況の際は、D
自分でどのような学習の形で継続していくかを判断させ、周 学習シート
りの状況と照らし合わて 学習の継続を話し合って支援する マイファイル、 。
・状況に応じて、 と の役割を交代するなどして細やかT1 T2
に個別に対応するように配慮する。

３．本時の学習課題の ・本時の学習課題をみんなで読み上げ、課題について確認さ
把握 せる。 学習シート
（ ）１０分

「ちょボラ」の計画を立てよう。

・ビデオを視聴し 「銀河の里」でのインタビューを想起さ、
せる。
・理事長さんから聞いてきた内容を整理して、求められる活
動が何であるかについて整理し、本時の学習課題を理解でき
るように支援する。
・Ｂさんは、理解していなくても理解しているように振る舞
ってしまう場面があるので、個別に確認する。
・ は、学習課題の理解状況を把握するために、机間巡視T2
しながら個別に声をかるなどの支援を行う。

４．ちょボラの計画を ・次のことを整理して話し合いが順調にいくように黒板に整
立てる 理して提示する。

１０分 求められている活動は何か（ ）
だれとやるか
期日はいつか
何に取り組むか
・計画を立てる際に話し合う形式も考えさせ、自分で自分の
ことが決められる機会を出来るだけ多く設定する。
・まとめたり、発表しやすいように学習シートを活用させて
計画を立てさせることにする。
・ さんには、これまで主体的に活動するということの経験E
が少なかったので、そばについて助言しながらやってみたい
という気持ちをもてるような助言を工夫する。
・ さんが拒否を示した場合は、無理強いせず次の機会までD
待つ気持ちを伝え、しないで終わるということがないように
配慮する。
・ さん、 さん、 さんは小学校の時の体験もあり活動にA B C
対して見通しをもっており、経験を生かしながら活動に広が
りがもてるように助言する。
・自分のやりたいことが必ずしも出来るとは限らないことを
学習させるため、希望したことを に報告し調整を図る経T1
験を積ませる。

５．発表しよう ・困ったときの対処の方法（お願いする・質問する）を想起
１０分 させ、出来ないままに時間がたつのを待っていることがない（ ）

ように支援する。
・ さん、 さんは、発表に対しての苦手意識が強いので、A B
発表前に内容を確認して が練習させ、自信をもって発表T2
できるように配慮する。
・ さんは、自分の想いやや考えを出来るだけたくさん盛りF
込んだ内容での発表が出来るように、発表を工夫させる。
・ さんには学習に参加することが大きなねらいであることD
を伝え、発表に困難さを感じる場合は無理に発表を求めない
ことを伝えて、安心して学習に参加出来るような状況をつく
る。さらに状況に応じて が必要な支援を行う。T1

６．きょうの活動を振 ・きょうの学習を振り返り，学習シートでの自己評価を指示
り返り己評価をしよ する。
う。 （３分） ・３年生の さん、 さん、 さんに間巣を発表してもらいC E F

学習を振り返り、次時への意欲をもたせる。
日程表

７．次時の計画の確認 ・予定表を確認して，次時の予定を確認し，学習のまとめを マイファイル
とあいさつ ２分 行う。（ ）


